
１．施設概要

施設名

所在地

サイトＵＲＬ

根拠条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間

２．総合的な評価

３．月例・随時モニタリング実施状況の確認

有 ・ 無

◆管理運営の状況
　事業計画に基づき、管理運営を実施した。改修後のリニューアルオープンとなり、当初の利用者が予想以上に多
くなったが、接客など、お客様対応に重点を置いたため、利用者の評価は高くなっている。夜間開園等利用促進の
ための取り組みも積極的に行い集客を図った。
◆利用状況
　リニューアルオープンの効果もあり、年度当初の入園者数が多くなった。その後も、芝生広場におけるおばけか
ぼちゃの展示を行うなど、新規事業により集客を図り、目標達成率119.4%と計画を大幅に上回ったためＳ評価と
なった。
◆利用者の満足度
　満足、どちらかと言えば満足が90%以上を占めたため、Ｓ評価となった。特に、職員の接遇については、評価が
高くなった。
◆収支状況
　利用料金収入が、やや計画を上回り、人件費、事務経費の経費を削減したため、収支比率が105.23％となりＳ評
価となった。
◆苦情・要望等
　植物を楽しむ施設であるため、植物の管理(手入れ不足等)に対する苦情、要望が多くなったが、除草等すぐにで
きるものについては、早急に対応するとともに、長期的な検討が必要な案件についても、計画的に対応した。
◆事故・不祥事等
　特になし
◆労働環境の確保に係る取り組み状況
　特になし
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観賞植物等の収集展示を行うことにより県民に花き園芸及び
植物に関する知識の普及を図るとともに、植物に親しむ場を
提供する施設として昭和37年7月開園。

　利用状況及び利用者の満足度調査、収支状況ともにＳ評価となったため、３項目評価はＳ評価となった。
事業計画に沿って事業が実施され、利用者数は目標値を大幅に上回りＳ評価となった。利用満足度調査は、満足・
どちらかと言えば満足が大部分を占め、Ｓ評価となった。収支状況は、収支差額がプラスになり、収支比率が
105％以上だったため、Ｓ評価となった。来年度以降も、事業の充実により入園者の増加を図るともに、自主事業
による収入増を図る。
　今後も引き続き集客に努め、サービス向上を心掛けながら、より満足いただけるよう取り組む。

＜各項目の詳細説明＞

施設所管課
（事務所）

現場確認

実 施 日 特記すべき事項があった場合はその内容

月1回月例モニタリン
グを実施

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける指
導・改善勧告等の有無

指導・改善勧告等の内容

３項目評価 Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要
※３項目評価とは、３つの項目（利用状況、利用者の満足度、収支状況）の評価結
果をもとに行う評価をいう

Ｓ

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

なし



４．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

〔　参考：自主事業　〕

(2)施設の維持管理
①保守点検業務
②清掃業務
③警備業務
④受付業務

　設備の保守点検や清掃、警
備など計画に定められたとお
り実施し、施設の維持管理を
行った。
　インフォメーションを設置
し、入園者に対する案内等を
行った。

　接客は、研修を行
い対応は徹底されて
いたため、利用満足
度調査でも、高い評
価が得られている。

(3)利用促進のための取り組み
①イベント、セミナー、展示会
の実施
②広報・PR活動の実施

　ホームページやイベント情
報のチラシの作成、ＳＮＳに
よる情報発信を積極的に行っ
た。
　イベント、セミナー、展示
会等を行った他、季節のイベ
ントを実施し、集客を図っ
た。

　夜間開園やハロ
ウィンなど、今まで
と異なるイベントの
実施は来園者に好評
であった。

事業計画の主な内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

(1)保有植物の維持・充実及び
四季を通じて花き等を観賞でき
る魅力の維持

　シャクヤク、ハナショウ
ブ、バラ等メインとなる植物
の適切な管理を行うととも
に、花壇等に季節の花を植栽
し来園者に観賞の場を提供し
た。また樹木の維持管理も適
正に行った。

　台風22号による塩
害など、災害による
ダメージにも的確に
対応し、維持管理に
努めた。

事業計画の主な内容 実施状況等

大船カフェ 軽食、甘味等の提供を実施。季節に応
じたメニューなどの工夫を行ってい
る。

花売店 季節の花苗や花鉢を販売。

(4)地域と連携した魅力ある施
設づくり

　地域の展示団体を利用した
展示会や、地域と連携したボ
ランティアの試行を行った。

　地域の会議に出席
して連携を図ってい
る。また鎌倉市公園
協会が地域連携を担
当することで、地域
の状況を把握しなが
ら事業が実施されて
いる。

インフォメーション売店 インフォメーションコーナーにおける
グッズや飲み物等の提供を行ってい
る。



５．利用状況

目標値の設定根拠： 平成29年度(前年度)は、改修工事のため7月3日から3月31日

まで閉園していたため、平成28年度(前々年度)の19万人（実績値）より1万人の増を目指した。

利用者数の算出方法（対象）：

※　原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

６．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

利用者数※ 192,131 96,677 238,778

対前年度比 50.3% 247.0%

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：85％
以上～ 100％未満　Ｃ： 85％未満　目標値を設定していない場合は対前年度比。
社会福祉入所施設と県営住宅については評価を行わないこともできますが、「目標値」
欄に代わりとなる数値（定員数等）があれば記載してください。Ｓ

前々年度
（直営）

前年度
（直営）

2018年度

チケットの購入数および入園口でのカウント

目　標　値 210,000 120,300 200,000

目標達成率 91.5% 80.4% 119.4%

植物園の管理運営状況を総合的に見て

聞き取り調査 460 460 100.0%

来園者

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％未
満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行うＳ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析

上半期と下半期の2回
総合満足度
樹木の刈込の管理等
施設の清潔さ
安全・安心
職員の接遇

接遇に対する評価が高く、利用満
足度の総合評価は高くなった。植
栽に対する評価は「やや満足」が
比較的多くなっているので、指導
に力を入れたい。

満足、不満に回答が
あった場合はその理由

サービス内容の総合
的評価の回答数 288 131 34 7 460

満足
どちらか
といえば

満足

どちらか
といえば

不満
不満 合計

前年度の
回答数

回答率 62.6% 28.5% 7.4% 1.5%

回答率の
対前年度比

前年度回答率



７．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

前
々
年
度

前
年
度

評価 ≪評価の目安≫　収支差額の当初予算額：０円の施設が該当
収入合計／支出合計の比率が　Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超える
マイナスが生じている)：85％未満Ｓ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料 収支比率利用料金 その他収入
その他収入
の主な内訳

収入合計 支出 収支差額

決算

当初
予算

決算

当初
予算

当初
予算

102,518 53,450 0 0 155,968 155,968 0

決算 102,518 54,249 0 0 156,767 148,975 7,792 105.23%

＜備 考＞

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

2018年度 前年度 前々年度

2018
年度



８．苦情・要望等 該当なし

17 件

件

2 件

件

77 件

件

3 件

件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

９．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事に関して改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

10．労働環境の確保に係る取組状況

・職員の指導を徹底

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備
来所 ・苦情2件、要望15件

(主な苦情・要望)
案内表示が分かりにくい(苦情・要望)　7件

・案内表示の改善

職員対応

職場環境 無

事業内容

来所
・苦情13件、要望64件
（主な苦情・要望）
・植物の手入れが良くない(苦情)　8件
・植物名表示　7件(要望)
・セミナー・イベント(要望)　8件

・植物管理の徹底
・仮ラベルの設置

その他
来所 ・花菜ガーデンのパンフレットを置いてほし

い
・パンフレットの設置

来所
・手売りでチケットを買ったが何も手渡され
なかった。(苦情)
・植物販売時の対応(苦情)

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に概
要を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無

発生日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

①
②
③
④
⑤
⑥




